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DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder、およびWorking Folder暗号化文書管理ツールをご

使用いただくための補足情報、および制限事項を説明します。

目次

1. DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderの概要

2. Working Folder暗号化文書管理ツールの概要

3. 変更点

3-1. 1.9.4から1.10.0への変更点

3-2. 1.9.3から1.9.4への変更点

3-3. 1.9.2から1.9.3への変更点

4. インストールについて

4-1. インストールに必要な環境

4-2. インストール時の注意事項

4-3. インストール手順

4-4. 修復インストール手順

5. アンインストールについて

5-1. アンインストール時の注意事項

5-2. アンインストール手順

6. 注意と制限

7. 情報入手先

8. 著作権について

9. 商標について

10. 個人情報の取り扱いについて

1. DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderの概要

Working Folderは、弊社が提供する記憶領域にお客様がインターネットでアクセスして文書を

やり取りしたり、複合機でアクセスしてプリントやスキャンしたりできるサービスです。

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderは、DocuWorks DeskからWorking Folderにアク

セスするソフトウェアです。

あらかじめWorking Folderのユーザーとして登録されていると、DocuWorks 連携フォルダ for

Working Folderによって、DocuWorks Deskから次のような操作ができます。

Working Folderの内容表示

Working Folderのドロワーやフォルダーを、DocuWorks Deskのフォルダー部に表示できま

す。フォルダー部でドロワーやフォルダーを選択すると、Working Folderの文書が

DocuWorks Deskのワークスペース部に表示されます。



文書やフォルダーのアップロードとダウンロード

PCとWorking Folderの間で、文書やフォルダーをアップロードしたりダウンロードしたりで

きます。*

文書のチェックアウトとチェックイン

Working Folder内の文書をチェックアウトし、編集後にチェックインできます。*

チェックアウトとは、文書をロックしてからダウンロードすることです。ほかのユーザー

は、ロックが解除されるまでチェックアウトされた文書のアップロード、削除、名前の変

更、およびチェックアウトができません。チェックインとは、新規バージョンの文書をアッ

プロードしてからロックを解除することです。

文書の公開

Working Folder内の文書をほかの人に公開する場合に、文書のURLをメールで送信できま

す。*

メールに記載されたURLにWebブラウザーでアクセスすると、Working Folderにログインし

ないで文書をダウンロードできます。

文書の操作

Working Folderの文書を検索したり、名前を変更したり、削除したりできます。

フォルダーの操作

Working Folderのフォルダーを作成したり、名前を変更したり、削除したりできます。

* あんしんドロワー内の文書は、ダウンロード、チェックアウト、および公開できません。

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderからあんしんドロワーに実行できる操作は、あん

しんドロワー内の文書およびフォルダーの一覧表示と、あんしんドロワーへのDocuWorks文書

（.xdw）、DocuWorksバインダー（.xbd）、PDFファイル（.pdf）のアップロードです。

あんしんドロワー内の文書はWebブラウザーを使って閲覧できます。ダウンロードはできませ

ん。

機能の詳細については、DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderのヘルプを参照してくだ

さい。

2. Working Folder暗号化文書管理ツールの概要

Working Folder暗号化文書管理ツールは、Working Folder暗号化によるセキュリティを設定し

た文書を開くための認証や、暗号化した文書を開くために必要な暗号化した文書の鍵の取得、

保持、有効期限の表示を行います。

Working Folder暗号化文書管理ツールは、お使いのWindows起動時に自動的に起動し、

Windows終了時に自動で終了します。

暗号化文書の鍵は、暗号化した文書を表示するのに必要なデータです。Working Folderの暗号

追跡ドロワーからダウンロードされた文書を開くときなどに、サーバーから取得します。

鍵セットの有効期限は24時間です。有効期限が切れたあとは、サーバーから鍵セットが再度取

得されます。

機能の詳細については、Working Folder暗号化文書管理ツールのヘルプを参照してください。

https://opencds-fb.fujifilm.com/gen/docuworks_aux/v91/help/jpn/exfolderWF/index_exfolderWF.html
https://opencds-fb.fujifilm.com/gen/docuworks_aux/v91/help/jpn/encrypt/index_encrypt.html


3. 変更点

3-1. 1.9.4から1.10.0への変更点

DocuWorks 9.1（バージョン9.1.8以降）がインストールされている環境において、以下の

機能が利用できるようになりました。

Working Folder内の文書のステータス（新着、更新、ロック）が表示されるようになり

ました。

Working Folder内の文書のロックを解除できるようになりました。

DocuWorks文書、DocuWorksバインダー、DocuWorks入れ物以外もチェックアウト/

チェックインできるようになりました。

Cookie管理の仕組みを見直しました。(#282810)

一部のエラーメッセージを変更しました。(#274008)(#231176)

ダウンロード・アップロード中にDocuWorks Deskが強制終了する問題を修正しました。

(#268624)

Working Folderのログインでクライアント認証証明書の選択画面が操作できない問題を修

正しました。(#264520)

不具合を修正しました。(#283625)

3-2. 1.9.3から1.9.4への変更点

動作対象となるDocuWorksのバージョンが下記に変更になりました。

DocuWorks 8 (バージョン8.0.15以降)

DocuWorks 9 (バージョン9.0.10以降)

DocuWorks 9.1 (バージョン9.1.0以降)

暗号化文書管理機能にて、Microsoft® Azure® Active Directory®と連携し、Office 365®のア

カウントでログインできるようになりました。

次の3つの製品からWorking Folderにログインする操作が一本化されました。

DocuWorks トレイ 2.3.2以降

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder 1.9.4以降

Working Folder暗号化文書管理ツール1.3.2以降

検索文字列に%、&、+、#が含まれる場合に正常に検索できない問題を修正しました。

(#200343)

検索ダイアログで半角/全角スペースを入力してもAND検索できない問題を修正しました。

(#200342)

Internet Explorerがインストールされていなくても、ログイン画面にあるリンクが機能す

るように修正しました。(#191037)



エビデンス検索結果から非表示にした文書のプロパティを確認すると、運用開始日時のフ

ォーマットが異なる問題を修正しました。(#182566)

ユーザーIDに「+」が含まれるアカウントで暗号追跡ドロワーへのアップロードができな

い問題を修正しました。(#175585)

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder 1.9.1以前からアップデートした場合に、ロ

ーカルユーザーの設定が引き継がれないことがある問題を修正しました。(#135915)

特定のWindows Update適用後に、ログインできなくなることがある問題を修正しまし

た。(#114403)

文書公開ダイアログにて重複したメールアドレスが登録できる問題を修正しました。

(#62752)

3-3. 1.9.2から1.9.3への変更点

エビデンス管理ドロワーへアクセスすることができるようになりました。

エビデンス管理ドロワーは、お客様がエビデンス管理オプションを契約しているときに使

用できます。

エビデンス管理オプションは、日本国内で提供します。

検索結果をコピーしてもユーザ―フォルダに貼り付けられない問題を修正しました。

(#83080)

和暦表示が不適切な問題を修正しました。(#112248)

フォルダーの中に同名の子フォルダーが存在する場合、親フォルダーをダウンロードして

も、子フォルダーのみダウンロードしていた問題を修正しました。(#115332)

4. インストールについて

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderをインストールする前に、以下の注意事項をお読

みください。

4-1. インストールに必要な環境

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderをインストールするには、お使いのコンピュー

ターに次のシステムが必要です。

OS*1

Windows® 11 （64ビット） 日本語版 （Service Pack なし）

Windows® 10 （32ビット） 日本語版 （Service Pack なし）

Windows® 10 （64ビット） 日本語版 （Service Pack なし）

Windows Server® 2022（64ビット）日本語版

Windows Server® 2019（64ビット）日本語版

Windows Server® 2016（64ビット）日本語版



CPU
1 GHz以上の32ビット（x86）または64ビット（x64）のイン

テルまたはAMDプロセッサー*2

メモリー 256 MB以上 （512 MB以上を推奨）*2

ディスプレイ
800×600ピクセル以上 （1024×768ピクセル以上を推奨） フ

ルカラー

インストールに必要な空き

ディスク容量
60 MB以上*3

必要なソフトウェア

DocuWorks 9 (バージョン9.0.10以降、体験版を含む)

DocuWorks 9.1 (バージョン9.1.0以降、体験版を含む)

Microsoft® .NET Framework 4.6.2以降*4

Microsoft Edge WebView2 Runtime

Windows Installer 3.0以降*5

*1 最新の対応OSについては、弊社公式サイトをご覧ください。

*2 各OSの推奨値に準拠します。

*3 Microsoft Edge WebView2 Runtimeがインストールされていない場合、追加で500 MB以

上の容量が必要になります。

*4 インストール先にない場合は、DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderのインストー

ラーがMicrosoft® .NET Framework 4.6.2をインストールします。

*5 インストール先にない場合は、DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderをインストー

ルすることができません。

4-2. インストール時の注意事項

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderをインストールする前に、起動しているアプ

リケーションを終了してください。

インストールするユーザーは、Administratorsグループに所属している必要があります。

インストールを途中で終了した場合、DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderは正し

く動作しません。DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderを使用するには、再度イン

ストールを実行してください。

ファイルを保存できないというエラーメッセージが表示され、［OK］をクリックすると

［フォルダの参照］ダイアログボックスが表示された場合は、［フォルダの参照］ダイア

ログボックスで書き込みができるフォルダーを選択してください。

インストール後にフォルダー構成を変更したり、ファイルを移動したりしないでくださ

い。動作が保証されません。

古いバージョンのDocuWorks 連携フォルダ for Working Folderがインストールされている

場合は、上書きインストールしてください。



4-3. インストール手順

1. ホームページからダウンロードしたzip形式のファイルを解凍したあと、解凍先のディレク

トリーにある「dwextfldrwf.exe」を実行します。

2. Microsoft® .Net Frameworkをインストールするダイアログボックスが表示された場合は、

［インストール］をクリックします。

3. 言語を選択する画面で、［日本語］を選択し、［OK］をクリックします。

4. ［FUJIFILM DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder 1.10.0用のInstallShieldウィザ

ードへようこそ］ダイアログボックスで、［次へ］をクリックします。

5. 使用許諾契約の内容を確認し、［使用許諾契約の条項に同意します］を選択して、［次へ］

をクリックします。

6. ［インストール］をクリックします。

インストールが開始されます。

インストールが完了すると、［InstallShieldウィザードを完了しました］ダイアログボック

スが表示されます。

7. ［完了］をクリックします。

システムを再起動するかどうかを尋ねるダイアログボックスが表示されたときは、［はい］

をクリックしてシステムを再起動します。または、［いいえ］をクリックし、あとでシステ

ムを再起動します。

8. DocuWorks Deskを起動します。

9. DocuWorks Deskのフォルダー部に［Working Folder］が表示されていることを確認しま

す。

4-4. 修復インストール手順

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderのプログラムが破損したり削除されたりしたと

きは、修復インストールを実行します。修復インストールの操作を説明します。

1. Administratorsグループに属するユーザーでログオンします。

2. 起動しているアプリケーションを終了します。

3. Microsoft® Windows®のタスクバーの［スタート］をクリックして、［コントロールパネ

ル］を選択します。

4. ［プログラムのアンインストール］をクリックします。

5. プログラム名の一覧から［FUJIFILM DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder 1.10.0］

を選択し、［変更］をクリックします。

6. ［FUJIFILM DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder 1.10.0用のInstallShieldウィザ

ードへようこそ］ダイアログボックスで、［次へ］をクリックします。



7. ［プログラムの保守］ダイアログボックスで［修復］を選択し、［次へ］をクリックしま

す。

8. ［インストール］をクリックします。

修復インストールが開始されます。

修復インストールが完了すると、［InstallShieldウィザードを完了しました］ダイアログボ

ックスが表示されます。

9. ［完了］をクリックします。

システムを再起動するかどうかを尋ねるダイアログボックスが表示されたときは、［はい］

をクリックしてシステムを再起動します。または、［いいえ］をクリックし、あとでシステ

ムを再起動します。

5. アンインストールについて

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderをアンインストールする前に、以下の注意事項を

お読みください。

5-1. アンインストール時の注意事項

ユーザーがインストールディレクトリー内に作成したファイルは削除されません。

アンインストールするユーザーは、Administratorsグループに所属している必要がありま

す。

起動しているアプリケーションを終了してから、アンインストールを開始してください。

DocuWorks本体もアンインストールするときは、DocuWorks本体よりも先に、

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderをアンインストールしてください。

5-2. アンインストール手順

1. Microsoft® Windows®のタスクバーの［スタート］をクリックして、［コントロールパネ

ル］を選択します。

2. ［プログラムのアンインストール］をクリックします。

3. プログラム名の一覧から［FUJIFILM DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder 1.10.0］

を選択し、［アンインストール］をクリックします。

4. 削除を確認するダイアログボックスで、［はい］をクリックします。

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderがアンインストールされます。

システムを再起動するかどうかを尋ねるダイアログボックスが表示されたときは、［はい］

をクリックしてシステムを再起動します。または、［いいえ］をクリックし、あとでシステ

ムを再起動します。

6. 注意と制限



DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder、およびWorking Folder暗号化文書管理ツールの

注意事項、制限事項について説明します。

コンテキストメニューで任意の文書やフォルダを「コピー」したとき、エクスプローラーや

ほかの連携フォルダでは「貼り付け」メニューが有効になっていても実際には貼り付けでき

ない場合があります。（18140）

文書名またはフォルダー名を変更すると、変更した文書またはフォルダーのサムネールの位

置が変更されることがあります。（18882）

JPEGまたはTIFFファイルの解像度をWorking Folderのサーバーが取得できない場合は、サ

ムネール表示したときのサイズが、DocuWorks Deskのユーザーフォルダやリンクフォルダ

で、同じファイルをサムネール表示したときと異なることがあります。（18910）

Working Folderのキャビネットを開いたまま60分以上が経過し、［ログイン］ダイアログボ

ックスが表示されたあとにログインした場合は、開いていたキャビネットにアクセスできな

いことがあります。その場合は、一度ログアウトしてからログインしてください。（18936）

ドロワーやフォルダーを開いて、DocuWorks Deskのステータスバーに「サムネール画像を

取得中です...」というメッセージが表示されているときに、リスト表示とサムネール表示の

切り替えや、ほかのフォルダーとの切り替えを繰り返すと、クラッシュすることがありま

す。（18951）

DocuWorksの［環境設定］ダイアログボックスの設定で、［ファイル取り込み］ > ［アプリ

ケーションファイル取り込み時の処理］にある「ファイルに関連付けられたアプリケーショ

ンを用いてPDFファイルを取り込む」にチェックを入れていても、DocuWorks 連携フォルダ

for Working Folderには有効になりません。（23208）

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folder上に表示されている、DocuWorks入れ物に貼

り付けられたテキストがサムネール表示時に文字化けすることがあります。（23210）

FUJI XEROX DocuShare 連携フォルダ for DocuWorks上にある文書をDocuWorks 連携フォ

ルダ for Working Folder上へバックグラウンドでアップロードするとき、［DocuShareダウン

ロード］ダイアログボックスが表示されることがあります。ダイアログボックスが表示され

ている間は、DocuWorks Deskを操作することができません。（23215）

アップロード時に表示されるダイアログボックスで［キャンセル］ボタンをクリックする

と、「必要なアクセス権がないため登録された文書は表示されません」と表示されることが

あります。表示後は、DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderの機能は問題なくご利用

頂けます。（23187）

Webブラウザーであんしんドロワーからの文書のダウンロード許可の設定を行っても、

DocuWorks 連携フォルダ for Working Folderからはダウンロードできません。Webブラウ

ザーでご利用ください。（23263）

［親のアクセス権の継承］が［継承する］に設定されているフォルダーを移動する場合、移

動先のフォルダーに設定されているアクセス権を継承するため、アクセス権が変わることが

あります。



親フォルダーにアクセス権がない場合、サブフォルダーにアクセス権があっても、サブフォ

ルダーを表示することはできません。

Working Folder暗号化文書管理ツールにおいて、鍵セットを取得するための通信は、

Windowsのインターネットオプションのプロキシの設定に従って行われます。認証が必要な

プロキシサーバーが指定されている場合、初回の通信時にユーザー名とパスワードの入力が

必要です。

7. 情報入手先

富士フイルムビジネスイノベーションのホームページで、Working FolderとDocuWorks 連携フ

ォルダ for Working Folderに関する最新の情報を入手できます。

8. 著作権について

本ソフトウェア、およびバックアップのために複製されたソフトウェアに関する著作権等を

含む一切の無体財産権は、弊社および弊社への供給者に帰属します。

Copyright(C) FUJIFILM Business Innovation Corp. All rights reserved.

本ソフトウェアではオープンソースソフトウェアを利用しています。このオープンソースソ

フトウェアのライセンスについては、以下を参照してください。

Newtonsoft.Json (13.0.1)

The MIT License (MIT)

Copyright (c) 2007 James Newton-King

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this

software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software

without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge,

publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons

to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or

substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR

IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE

AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER

LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM,

OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN

THE SOFTWARE.

Microsoft.Web.WebView2 (1.0.1245.22)

Copyright (C) Microsoft Corporation. All rights reserved.



Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are

permitted provided that the following conditions are met:

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of

conditions and the following disclaimer.

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of

conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials

provided with the distribution.

* The name of Microsoft Corporation, or the names of its contributors may not be used to

endorse or promote products derived from this software without specific prior written

permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS"

AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE

IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE

ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE

LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR

CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF

SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS

INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN

CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)

ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE

POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

9. 商標について

Microsoft、Active Directory、Azure、Internet Explorer、Microsoft Edge、Office 365、

Windows、およびWindows Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国

における登録商標または商標です。

インテルは、Intel Corporation またはその子会社の商標です。

Xerox、およびDocuShareは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。

その他の社名、または商品名等は、各社の登録商標、または商標です。

FUJIFILM、およびFUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。

DocuWorks、およびWorking Folderは、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社の登録

商標または商標です。

本リリースノートは、富士ゼロックス株式会社が過去に販売した次のソフトウェアの説明を含

みます。

DocuWorks 8

DocuWorks 9

本書の内容は予告なく変更することがありますので、ご了承願います。

10. 個人情報の取り扱いについて



個人情報の取り扱いについては、弊社のプライバシーポリシーをご参照ください。

障害対応時に、個人情報を含むデータがマレーシア／日本／中国／ベトナムを経由する可能

性があります。
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https://direct-fb.fujifilm.com/ap1/sc/privacy_policy_fbd/ja/

